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◎問題意識 

  日本人口に占める 65 歳以上の高齢者の割合が大幅に増加し、１０年後には４人に１人、２１世紀の半ばに

は 3 人に 1 人が 65 歳以上という超高齢化社会が到来すると言われている。 

 

 

 

 

 

今の時代、コンビニは私たち若年層にとって身近な存在である。しかし、高齢者はコンビニを疎遠に感じてい

るのが現状である。 

高齢者は長い間、商店街やスーパーマーケット等での買い物が中心であったため、コンビニは若者の店とい

うイメージが固定化してしまっているが、これからは新しい客層として高齢者層にも注目したコンビニ経営が必

要となるだろう。コンビニがより高齢者に親しみのあるように感じ、実際に来店してもらえるようにするにはどうし

ていけば良いか、政策提言として挙げてみたい。 

 

 

 

 2
 



◎現状分析 

１．コンビニの利便性が高齢者に知られていない 

 

２．コンビニが高齢者のニーズに応えきれていない 

 

 

 
 

 

 

 

◎政策提言 

世代が高くなるにつれて安全、安心への関心が増加する傾向を見せている。特に、６０代７０代の高齢者の

関心の高さが目立つ。また、高齢者は「必要なとき」に「必要な量」だけ買う傾向がある。７０代以上は「買物場

所を使い分けず」「買物回数」も減らさない傾向が見られる。一度顧客になると継続して買物をしてくれる固定

客になってもらえる可能性がある。 

 

 

 

 

 3



１． コンビニ弁当のイメージを変える 

上図の通り、高齢者になるほど品質や安全性に敏感である。高品質で安全な素材を使った、高齢者にとって

丁度良い量の弁当は受け入れやすいものであるだろう。調理不要の弁当が気軽に購入できる点は、増加し

ていく高齢単身者の根強い支持を得ることが期待される。高齢者に限らず、自然食が流行っていることか

ら若い世代の中でも自然食への関心やニーズは高まっている。一方でコンビニ側においても、健康志向

の商品を扱うことで、他との差別化が図れるだけではなく、「健康で自然」という付加価値を付与することに

より、現状のコンビニ弁当に対する不健康なイメージを打破でき、商品単価を引き上げることも可能であろ

う。 

 

(日経商品情報) 

 

世代間でみた食料の購入先の特徴 

 

（総務省 全国消費実態調査） 
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                                       対象：高齢者    （共生社会政策統括官） 

 

２．コンビニと高齢者・地域が実際に関わる機会を設ける 

  例えば、地方自治体や町内会と提携し、地域の高齢者のための交流会などを開催する。そこでコンビニ弁

当を配り、食べてもらう機会を設ける。一人暮らしで孤独感を感じている高齢者が地域活動に参加するチャンス

になるとともに、コンビニの宣伝にもなる。一度でも食べてもらえる機会があれば、高齢者のコンビニ弁当のイメ

ージも変わると思われる。 

 

対象：高齢者    （共生社会政策統括官） 
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対象：高齢者    （共生社会政策統括官） 

 

３．配達サービス 

  洗剤やティッシュペーパー、トイレットペーパーなどの生活必需品やお米などは継続的に消費する商品であ

りながら、重量的にも体積的にも高齢者が持ち運ぶには非常に大変である。これらの商品を中心に自宅配送

するサービスを実施すれば、信頼性の向上に伴う注文数の増加も見込める上に、来店時の購入品目の増加も

期待できる。 

 

４．高齢者に合った環境づくり 

  何度も足を運ばせるためには、高齢者にとっても居心地の良い環境づくりが必要になる。バリアフリーを前

提とし、体の不自由な方にとっても使いやすいトイレを設置する、通路スペースを大きめにとる、手すりを配置

することが挙げられる。商品を探しやすいよう定位置に固定し、また商品の成分表示等の文字は大きくする。さ

らに憩いの場として利用してもらえるよう外にベンチやテーブルを設けるのも有効であろう。 

 コンビニの店員の大半が学生やフリーター等の若年層のアルバイトである。若者が店員であることに抵抗感

を感じる高齢者も多いことから、店員の年齢層を３０～５０代に上げたり、高齢者と接する知識をもつ人を雇うな

どの対策をしたい。簡単な医学・栄養学の知識があればなお望ましい。 

 

対象：高齢者 

 

対象：高齢者 
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５．生活サポート 

  コンビニが警察や病院、消防等と提携し、積極的な情報交換をすることにより、急病や事件等の緊急時の

対応が速やかに行えるようになり、生活における安心の基盤となる。また、コンビニの２４時間経営や店舗数の

多さを理由に行政の代行サービスを求める声も高まっている。この要望が実現すれば、高齢者を客層に取り込

めるだけでなく顧客数の全体的な増加を見込むことが出来るだろう。 
 

対象：高齢者 
 

 

高齢者がコンビニを疎遠に感じているという問題は、ある一つの具体的な商品によって解決されるのではな

く、高齢者の様々な価値観に対応した多様なサービス・アイディアによって改善され得る複合的な問題であると

考える。 

また、これから迎える超高齢化社会に先駆けて対応すべく、最も成功したイメージ戦略の一つであるトヨタ自

動車を具体例として考えてみたい。 

「トヨタ自動車は地球温暖化政策が世界的な緊急課題とされる時代に、圧倒的な低公害・低燃費を実現する

ハイブリッド搭載車『プリウス』をいち早く商品化することに成功した結果、エネルギーと環境に配慮した環境先

進企業であることを社会に意識定着させ、経済面・技術面において先行利益を獲得することに成功した。」

（http://www.elneos.co.jp/0403sf1.html） 

この例に倣って、少子高齢化対策が全国的な緊急課題とされる時代に、高齢者を全面的に支援するサービ

スを提供するコンビニ経営をいち早く実現させることにより、コンビニが全年齢層に対応した生活の中心的基盤

であることを社会に意識定着させ、その「先行利益」を獲得しようと私たちは考える。具体的なイメージとしては、

高齢者のニーズに対応した食料品の販売や配達サービス、バリアフリーなどの高齢者への配慮を全面に出し

た広報の積極展開で社会に貢献する企業像を創り、交流会の実施や病院や警察との提携を視野に入れた情

報の共有化・発信によって、新しいライフスタイルを提案していきたい。これらは、新しい技術システムの導入、

次世代技術情報の獲得、顧客の信頼獲得と囲い込みを合体させた「プリウス型ビジネスモデル」とかなり類似

する面が多く、有効性のあるイメージ戦略であると確信する。 
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